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会
顧
問
岩
井
武
俊
氏
を
悼
む

本
会
の
草
創
期
に
あ
た
る
明
治
四
十
二
年
一
月
よ
り
大
正
二
年
十
二
月
に

る
間
、
書
記
と
し
て
庶
務
一
切
を
担
当
し
た
顧
問
岩
井
武
俊
氏
は
、
本
年

月
十
六
日
午
前
六
時
二
十
分
、
京
都
市
左
京
区
下
鴨
泉
川
町
一
番
地
の
自

で
逝
去
さ
れ
た
。
哀
痛
の
極
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
氏
の
略
歴
と
業
績
を
記

て
追
慕
の
よ
す
が
と
し
た
い
。

岩
井
氏
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
、
こ
と
に
昭
和
二
年
か
ら
十

年
間
そ
の
職
に
あ
っ
た
同
社
京
都
支
局
長
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た
人
で
あ

、
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
後
の
二
十
数
年
間
文
化
人
と
し
て
の
功
績
顕
著
な

で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
少
壮
時
代
考
古
学
者
と
し
て
の
活
躍
振
り
に
つ
い

記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
会
と
の
関
係
は
実
に
そ
の
頃
に
始
ま
る
の

あ
る
。

氏
は
明
治
十
九
年
七
月
十
九
日
、
京
都
府
相
楽
郡
川
西
村
大
字
下
狛
百
四

一
番
戸
に
生
れ
た
。
三
十
五
年
（
十
六
歳
）
京
都
府
立
師
範
学
校
に
入
学
し

が
、
病
気
の
た
め
に
翌
年
九
月
中
塗
退
学
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
し
か

、
向
学
心
に
燃
え
る
氏
は
、
専
ら
早
稲
田
大
学
講
義
録
に
よ
っ
て
勉
学
に
つ

め
、
三
十
八
年
九
月
、
同
大
学
歴
史
地
理
科
校
外
生
卒
業
、
同
年
十
二
月

は
小
学
校
准
訓
導
の
免
許
状
を
受
領
し
た
。
し
か
も
そ
の
学
力
を
認
め
ら

、
三
十
九
年
十
月
に
は
京
都
府
教
育
会
附
設
小
学
校
教
員
養
成
所
歴
史
及

理
科
の
教
員
を
委
嘱
せ
ら
れ
た
。
若
冠
二
十
歳
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ま

、
岩
井
氏
が
考
古
学
者
と
し
て
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。

が
『
考
古
学
雑
誌
』
の
前
身
『
考
古
界
』
五
の
一
雑
録
の
欄
に
「
山
城
国
相
楽

喜
両
郡
の
古
墳
」
と
題
し
た
報
告
文
を
発
表
し
た
の
は
実
に
三
十
八
年
九

の
こ
と
で
、
以
来
同
誌
五
の
二
（
明
三
八
・
九
）
雑
録
の
欄
に
「
山
城
相
楽

棚
倉
村
古
墳
及
和
伎
、
綺
に
就
き
て
」
お
よ
び
、
彙
報
の
欄
に
「
山
城
の

棒
」
、
　
五
の
三
（
明
三
入
・
十
一
）
資
料
及
報
告
の
欄
に
「
山
城
国
相
楽
郡

部
古
墳
」
、
五
の
七
（
明
三
九
二
）
同
欄
に
「
山
城
国
久
世
郡
久
津
村
字

川
の
古
墳
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
五
の
九
（
明
三
九
．
三
）
に
は
、
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論
説
及
考
証
の
欄
に
「
蟹
満
寺
及
廃
光
明
寺
に
つ
き
て
扁
を
発
表
し
、
以

後
、
主
と
し
京
都
府
下
の
古
墳
寺
院
堤
等
に
つ
い
て
の
報
告
文
を
ほ
と
ん
ど

毎
号
発
表
し
て
い
る
。
東
山
将
軍
塚
附
近
の
古
墳
に
つ
い
て
喜
田
貞
吉
博
土

と
論
戦
を
交
え
た
の
も
同
誌
上
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
一
年
か
ら

四
十
二
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
喜
田
博
士
の
平
安
初
期
説

に
対
し
て
奈
良
朝
以
前
説
を
堂
々
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
こ
の

　
サ
　
　
　
　
　
ま
う
ど
う

頃
、
氏
は
蔓
堂
と
い
う
別
号
を
用
い
て
い
る
。
　
周
知
の
娼
く
．
、
　
の
ち
雍
南

と
号
し
た
が
、
　
そ
れ
は
内
藤
湖
南
博
士
に
あ
や
か
り
、
　
そ
の
生
地
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
氏
が
内
藤
、
黒
板
勝
美
、
喜
田
、
浜
田
耕
作
諸
博
引

の
知
遇
を
得
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
直
接
に
そ
の
門
を
叩
い
て
教

え
を
乞
う
た
こ
乏
も
あ
ろ
う
が
、
本
会
飼
設
者
の
一
人
増
沢
長
吉
氏
（
当
時

京
都
師
範
教
頭
）
が
紹
介
の
労
を
と
っ
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
氏
が
本
会
初
代
書
記
と
し
て
役
員
に
列
し
た
の
は
こ
の
増
沢
氏
の

委
嘱
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
史
学
研
究
会
は
大
正
五
年
一
月
『
史
林
』
第
一
号
を
出
す
ま
で
に
『
史
学

研
究
会
講
演
集
』
第
一
一
四
冊
と
、
『
史
的
研
究
』
、
『
続
史
的
研
究
』
を
発

行
し
て
い
る
が
、
岩
井
氏
は
講
演
譜
第
二
冊
（
明
四
二
・
九
）
か
ら
第
四
冊

（
明
四
五
．
四
）
ま
で
の
編
集
に
あ
た
り
、
庶
務
を
ひ
き
う
け
、
献
身
的
な
活

躍
を
せ
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
、
本
会
が
属
を
聖
慮
会
員
に
推
し
、
昭
和

三
十
七
年
改
組
と
と
も
に
顧
問
に
推
薦
し
た
の
は
、
こ
の
蒔
の
功
労
を
た
た

え
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
四
十
五
年
（
二
十
六
歳
）
一
月
、
教
員
養
成
所
を
や
め
た
岩
井
氏
は
、

島
津
製
作
既
に
入
社
し
て
、
標
本
部
に
勤
務
し
た
。
こ
こ
で
氏
は
考
古
学
関

係
の
標
本
模
型
の
作
製
を
指
導
し
た
の
で
あ
る
。
大
正
二
年
七
肩
、
島
津
製

作
所
よ
り
出
刊
し
た
『
古
代
の
遺
物
遺
蹟
』
一
概
は
、
岩
井
氏
の
編
著
書
の

鎮
｝
号
で
あ
る
。
考
古
学
概
論
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
所
発
売
の
標
ホ
模
型

の
解
説
の
員
的
を
も
含
め
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
岩
井
氏
が

丹
精
を
こ
め
た
業
績
は
、
皇
陵
図
絵
で
あ
る
。
こ
れ
は
喜
田
博
士
の
主
催
す

る
日
本
歴
史
地
理
学
会
の
企
画
に
な
り
、
全
国
の
皇
陵
を
実
地
踏
査
し
て
そ

れ
を
名
所
図
絵
の
よ
う
な
形
で
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
岩
井
属
は
、

後
盤
に
あ
た
る
当
年
の
梅
原
宋
治
博
士
を
伴
い
、
大
正
二
年
三
月
よ
り
約
三

ケ
月
を
費
し
、
全
鑓
の
皇
陵
を
巡
拝
し
て
こ
れ
を
写
生
し
た
。
そ
れ
は
巻
紙

七
十
二
尺
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
惜
し
く
も
、
つ
い
に
発

刊
の
機
に
恵
ま
れ
ず
、
の
ち
、
，
梅
原
博
士
に
よ
っ
て
皇
陵
案
内
詑
の
部
分
が

印
刷
に
な
っ
た
の
み
で
あ
る
と
い
う
。

　
岩
二
二
の
記
者
生
活
は
大
正
三
年
一
月
目
ら
始
ま
る
。
大
阪
毎
日
軽
車
社

に
入
社
し
た
氏
は
、
畢
速
御
大
典
に
関
す
る
記
事
を
富
船
し
た
。
適
材
適
所

を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
政
治
関
係
と
、
史
学
、
考
古
学
関
係
の

漫
漫
を
担
曝
し
た
。
政
治
記
者
と
し
て
も
随
分
有
能
で
、
す
ぐ
れ
た
記
事
を

多
く
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
は
ふ
れ
な
い
。
当
時
の
毎
日
新
聞
社

々
長
の
本
山
彦
一
氏
は
考
古
学
を
愛
好
し
、
古
物
の
蒐
集
家
と
し
て
知
ら
れ

た
人
で
あ
る
。
本
山
社
長
は
岩
井
氏
を
得
て
喜
ん
だ
が
、
岩
井
氏
も
ま
た
本
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寓
氏
の
下
で
大
い
に
蟹
足
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。
大
正
六
年
、
毎
日
新

聞
の
後
援
に
よ
り
、
鳥
居
薩
蔵
博
士
が
近
畿
各
地
の
石
器
十
代
の
遺
蹟
の
調

査
を
行
な
っ
た
が
、
岩
井
氏
は
始
終
行
を
と
も
に
し
て
発
掘
調
査
に
協
力
し
、

そ
の
模
様
を
同
紙
上
に
詳
細
に
紹
介
発
表
し
た
。
こ
と
に
、
同
年
十
月
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ふ

行
わ
れ
た
大
阪
府
南
河
内
郡
道
明
寺
村
字
国
府
…
の
遺
蹟
の
調
査
は
、
岩
井
氏

が
毎
日
紙
上
に
連
載
し
た
も
の
の
ほ
か
に
は
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

し
か
も
そ
の
怨
讐
は
、
単
な
る
報
道
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
自
ら

作
製
し
た
実
測
図
を
載
せ
、
達
意
、
正
確
に
自
説
を
開
陳
し
て
お
り
、
考
古

学
者
と
し
て
の
岩
井
雍
南
の
面
濤
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
大
正
七

年
に
は
稲
歌
山
県
史
蹟
調
査
保
存
委
員
会
委
員
を
委
嘱
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
岩
井
氏
の
研
究
は
古
建
築
の
方
面
に
も
お
よ
ん
だ
。
大
正
六
年
よ
り
同
十

一
年
ま
で
、
全
国
各
地
に
お
い
て
特
別
建
造
物
を
歴
訪
し
、
そ
の
全
部
に
つ

い
て
新
し
く
撮
影
し
、
こ
れ
を
毎
日
紙
上
に
紹
介
し
た
。
大
正
九
年
よ
り
十

一
年
十
．
一
月
に
わ
た
っ
て
高
木
利
太
氏
と
の
共
著
の
形
式
で
刊
行
し
た
『
臼

悪
罵
建
築
葺
華
』
三
冊
は
そ
の
集
大
成
で
、
図
版
の
ほ
か
に
、
各
建
築
の
創

立
沿
革
を
は
じ
め
、
そ
の
構
造
様
式
、
手
法
お
よ
び
特
徴
を
詳
記
し
、
且
つ

社
寺
の
縁
起
由
来
を
説
き
、
中
に
は
伽
藍
の
配
置
、
各
蒔
代
に
お
け
る
様
式

特
質
等
を
も
解
説
し
て
い
る
。
高
木
氏
は
毎
日
薪
聞
の
専
務
取
締
役
で
、
出

版
の
経
費
を
負
損
し
た
関
係
で
共
著
の
形
式
を
と
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
毎
日
新
聞
社
で
は
累
進
し
て
大
正
十
一
年
十
二
月
政
治
課
長
、
十
二
年
十

一
月
内
国
堕
罪
部
副
部
長
、
十
三
年
社
会
部
副
部
長
、
十
四
年
八
月
出
版
部

、
兼
務
。
そ
の
間
、
大
正
十
二
年
に
は
シ
ナ
各
地
の
名
勝
、
史
蹟
、
古
美
術
を

視
察
、
十
五
年
六
月
よ
り
昭
和
二
年
六
月
ま
で
、
欧
州
各
地
の
烏
鷺
館
、
美

術
館
、
大
学
、
研
究
所
等
を
視
察
し
て
見
聞
を
広
め
た
。
そ
し
て
泣
顔
二
年

五
月
、
京
都
支
局
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
が
て
行
わ
れ
る

べ
き
即
位
大
礼
に
備
え
た
人
事
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
岩
井
氏
に
と

っ
て
絶
好
の
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
以
来
、
十
六
年
七
月
年
齢
満
期
に
至
る
ま

．
で
十
五
年
間
、
本
社
へ
の
転
勤
を
辞
退
し
つ
づ
け
て
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
こ

の
間
に
お
い
て
岩
井
氏
は
、
前
記
諸
先
生
や
さ
ら
に
そ
の
次
代
の
葉
先
生
方

と
文
雅
な
交
り
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
三
高
教
授
で
あ
っ
た
中
村

直
勝
、
藤
田
元
春
両
博
士
ら
と
タ
イ
ァ
咳
プ
し
て
定
期
的
に
臨
地
講
演
を
行

な
い
、
歴
史
、
美
術
の
啓
蒙
活
動
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
も
の
で
訪
る
。
自

分
自
身
で
も
、
昭
和
三
年
、
即
位
諸
儀
式
等
に
つ
い
て
明
確
な
解
説
を
施
し

た
『
御
大
典
』
を
執
筆
刊
行
し
た
。
ま
た
、
昭
湘
六
年
と
九
年
と
紅
は
、
『
解

熱
民
家
譜
』
、
『
続
京
郊
民
家
譜
』
の
大
著
を
出
し
て
い
る
。
氏
は
昭
和
五
年

か
ら
六
年
に
か
け
て
、
京
都
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
一
般
民
家
を
記
録
保
存

す
る
目
的
で
自
ら
探
査
撮
影
し
た
む
の
を
毎
日
紙
上
に
連
載
し
た
が
、
こ
れ

を
集
約
し
た
も
の
が
前
者
で
あ
り
、
未
登
載
の
部
分
を
ま
と
め
た
の
が
後
者

で
あ
る
（
な
お
昭
和
二
＋
二
年
、
上
記
疋
続
両
篇
を
ま
と
め
て
『
京
聖
岳
家
譜
臨
と

し
て
発
刊
）
。
　
『
古
建
築
警
華
』
と
い
い
、
『
霊
感
民
察
譜
』
と
い
い
、
全
く

精
力
的
な
著
述
で
あ
り
、
，
そ
の
額
値
は
今
臼
な
お
専
門
家
の
間
に
高
く
評
価

せ
ら
れ
て
い
る
。
論
著
を
紹
介
し
た
つ
い
で
に
附
寵
し
た
い
の
は
、
岩
井
氏
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が
口
述
を
筆
記
じ
た
も
の
が
も
と
と
な
ウ
て
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
に
、
富
岡

謙
蔵
氏
の
『
四
王
呉
揮
』
、
内
藤
陣
±
の
『
支
那
論
』
、
犬
養
毅
琉
の
『
木
堂

翰
墨
談
』
等
が
あ
る
。

　
定
年
（
満
五
＋
五
歳
）
で
退
職
し
た
岩
井
氏
は
、
毎
日
新
聞
社
友
、
京
都
支

局
顧
問
と
な
っ
た
。
他
所
か
ら
二
塁
の
話
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
こ
れ
に
応
ぜ

ず
、
毎
臼
の
岩
井
さ
ん
と
し
て
終
始
し
、
京
都
の
土
地
を
愛
し
、
京
都
に
住

む
す
ぐ
れ
た
人
々
と
の
交
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
市
民
と
し
て
京
都
佐

ま
い
を
つ
づ
け
た
。
し
か
も
最
後
ま
で
毎
日
支
局
長
と
し
て
の
格
式
を
も
ち

つ
づ
け
た
の
は
さ
す
が
で
あ
る
と
評
せ
ら
れ
た
。
引
退
後
岩
芽
氏
が
も
っ
と

も
骨
を
折
っ
た
の
は
、
　
『
京
都
市
史
』
編
纂
事
業
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
十

二
月
、
編
纂
事
務
局
顧
問
を
嘱
託
せ
ら
れ
、
の
ち
編
纂
委
員
会
委
員
、
ま
た

編
纂
事
務
を
嘱
託
せ
ら
れ
て
二
十
三
年
五
月
に
至
っ
た
の
が
、
戦
争
申
か
ら

戦
後
の
困
難
な
時
期
に
あ
っ
て
、
適
切
な
指
導
と
助
言
を
惜
ま
ず
、
事
業
の

推
進
に
傾
注
し
た
。
ま
た
、
東
方
学
術
協
会
理
事
、
京
都
国
立
博
物
館
非
常

勤
嘱
託
、
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
理
事
、
京
都
市
社
会
教
育
委
員
、
市
民
憲
章
推

進
委
員
等
の
役
職
に
就
き
、
そ
の
声
望
と
識
見
と
を
も
っ
て
各
界
を
碑
益
し

た
。
ま
た
、
柳
宗
悦
、
浜
田
庄
司
、
河
井
寛
次
郎
諸
氏
ら
と
京
都
民
芸
協
会

を
設
立
し
た
り
、
京
都
国
立
博
物
館
の
後
援
団
体
で
あ
る
清
風
会
の
組
織
に

轟
つ
た
り
し
た
の
を
始
め
と
し
、
岩
井
茂
の
尽
力
、
奔
走
に
よ
っ
て
誕
生
し
、

発
展
し
た
整
体
、
集
会
は
陰
欝
に
多
い
。
メ
ン
バ
…
に
な
っ
て
い
る
団
体
も

多
く
、
毎
日
ど
こ
か
の
会
に
出
席
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
ま
っ
て
い
る
と
い

う
有
様
で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
、
ど
の
会
合
に
お
い
て
も
、
常
に
そ
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
。
あ
の
堂
々
た
る
押
し
出
し
、
歯
に
衣
を
き
せ
な
い
談
論

ぶ
り
は
、
四
周
を
圧
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
剛
胆
な
二
藍
甚
だ
細
心
で
礼
儀

正
し
く
、
氏
が
諸
先
生
方
に
対
し
て
示
し
た
尊
敬
の
態
度
は
、
我
々
後
進
に

奥
ゆ
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
後
輩
に
対
し
て
は
厳
し

い
反
面
に
惜
義
が
厚
か
っ
た
。
毎
田
薪
聞
に
お
い
て
氏
の
門
下
か
ら
多
く
の

人
材
が
輩
出
し
た
の
も
故
あ
る
か
な
で
あ
る
。
稀
に
み
る
読
書
家
で
、
博
覧

強
記
、
歴
史
上
の
件
名
な
ど
は
全
く
掌
を
指
…
す
が
如
く
、
も
の
を
う
ろ
覚
え

し
か
し
て
い
な
い
若
い
学
者
を
圧
倒
し
た
。
古
文
書
に
造
詣
深
く
、
震
三
三

の
蒐
集
に
熱
中
し
た
こ
と
も
あ
る
。
自
ら
も
書
を
よ
く
し
、
行
儀
の
よ
い
、

風
格
の
あ
る
楷
書
を
旧
い
た
。
酒
は
全
く
た
し
な
ま
な
か
っ
た
が
、
美
食
家

で
、
食
通
を
も
っ
て
任
じ
た
。
健
康
に
は
慎
重
過
ぎ
る
ほ
ど
に
気
を
つ
け
る

人
で
あ
っ
た
。
信
頼
し
て
い
た
伊
沢
三
音
医
博
の
回
虫
に
よ
っ
て
、
健
康
保

持
の
指
針
を
失
っ
た
と
嘆
い
て
い
ら
れ
た
が
、
と
く
に
こ
こ
数
年
間
心
筋
梗

塞
の
兆
候
が
あ
り
、
時
々
あ
る
期
間
三
宅
で
静
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
元
気

を
遡
復
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
今
年
元
旦
、
少
々
の
不
調
を
お

し
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
伊
勢
参
宮
を
敢
行
せ
ら
れ
た
。
今
年
が
四
十
九

回
目
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
潮
差
余
目
に
し
て
、
脳
溢
血
で
亡
く
な
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
享
年
七
十
八
歳
。

　
告
別
式
は
二
十
一
臼
、
北
区
紫
野
上
野
町
寺
詣
寺
に
お
い
て
学
者
支
局
長

に
ふ
さ
わ
し
く
盛
大
に
挙
行
せ
ら
れ
た
。
（
遺
影
は
昭
和
三
＋
三
年
五
月
比
叡
由

延
暦
寺
根
本
中
宝
前
に
お
い
て
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
（
外
出
軍
治
）
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